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資料Ⅰ 

主な着目点及び判定の手引き 
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付録１ 点検における主な着目点 

付表-1.1  主な着目点と留意事項の例 
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(1)覆工の目地及び打継ぎ目 
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(2)覆工の天端付近 
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(3)覆工スパンの中間付近 
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(4)顕著な変状の周辺 
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(5)附属物 
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付録 2 判定の手引き 

 

（１）トンネル本体工 

本付録では、判定区分を踏まえ付表-3.1.1 に示す変状種類及び変状区分別に、個別の判定

区分及びその目安の例や変状写真例等を示す。 

ここで、変状種類は変状として現れる事象であり、変状区分は基本的には変状の原因を区分

したものである。したがって、ここでの変状区分は、必要となる対策の区分とは異なること

に注意する必要がある（たとえば、材質劣化による巻厚不足や減少が生じている場合にも、

必要に応じて外力への対策が必要となるなど）。 

「判定の目安」は「判定区分」を補完するために示すが、定量的に判断することが困難な場

合もあり、変状原因が複合していることも考えられるため、機械的に適用するものではなく、

現場の状況に応じて判定を行うのがよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足１）変状種類は変状として現れる事象であり、変状区分は基本的には変状の原因を区

分したものである。したがって、ここでの変状区分は、必要となる対策の区分と

は異なることに注意する必要がある。たとえば、材質劣化による巻厚不足や減少

が生じている場合にも、必要に応じて外力への対策が必要となるなど。 

補足 2）巻厚の不足とは、施工上の不具合等により設計上の巻厚が不足した状態をいう。

一方、巻厚の減少とは、トンネル完成後の材質劣化によって巻厚が減少すること

をいう。 
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1)圧ざ、ひび割れ 

 

圧ざ、ひび割れに関しては、付表-3.1.2 を考慮して判定を行う。 

 

付表-3.1.2 ひび割れに対する判定区分 

（ａ）圧ざ、ひび割れ 

Ⅰ 
ひびわれが生じていない、または生じていても軽微で、措置を必要としない

状態 

Ⅱ 
ひびわれがあり、将来的に構造物の機能が低下する可能性があるため、予防

保全の観点から措置を必要とする状態 

Ⅲ 
ひび割れが密集している、またはせん断ひび割れ等があり、構造物の機能が 

低下しているため、早期に措置を講じる必要がある状態 

Ⅳ 

ひび割れが大きく密集している、またはせん断ひび割れ等があり、構造物の 

機能が著しく低下している、または圧ざがあり、緊急に措置を講じる必要が 

ある状態 

 

（ｂ）乾燥収縮等を原因とする材質劣化 

Ⅰ 
ひびわれが生じていない、または生じていても軽微で、措置を必要としない

状態 

Ⅱ 
ひびわれがあり、将来的に構造物の機能が低下する可能性があるため、予防

保全の観点から措置を必要とする状態 

 

 

【判定の目安例】 

ひび割れ発生の原因として、外力のほか材質劣化があるが、外力による場合には圧ざ(断面

内で圧縮による軸力と曲げモーメントの影響が顕著に現れ、トンネルの内側が圧縮によりつ

ぶされるような状態で損傷等を生じる状態)が生じたり、ひび割れが進行した場合、構造物の

機能低下につながる。このため、外力がひび割れの原因として考えられる場合には、一般に

Ⅱ～Ⅳの判定となる。ただし、材質劣化が原因であってもうき、はく離等が生じる場合があ

ることに留意する。 
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付表-3.1.3 及び付表-3.1.4 は矢板工法における判定の目安例として示したものである。機械

的に適用するのではなく、現場の状況に応じて判定を行うのがよい。 

不規則なひび割れ等が確認された箇所は、集中的な緩み土圧が作用しているおそれがあり、巻

厚の不足または減少が伴う場合、突発性崩壊につながるおそれが懸念される。従って、上記のよ

うな変状が確認された箇所については必要に応じて定期点検時、前回定期点検結果との比較や

実施された調査結果等により確認を行った上で、判定を実施するのが望ましい。 

 

一方、山岳トンネル工法においては、一般部の覆工は、他の支保構造部材とともにトンネルの

安定性を確保する支保構造の一部を構成しているものの、原則として地山からの外力を想定し

て構造設計されているものではない。そのため、当該覆工スパンに外力によるものと考えられる

ひび割れが確認された場合は、必要な調査を実施して変状の原因と進行の度合い等を把握した

上で判定を行うことが望ましいが、少なくとも前回の定期点検結果等と比較して外力に起因し

たひび割れの進行性が認められる場合にはⅢまたはⅣとするのがよいと考えられる。外力に起

因したひび割れの進行性が認められない場合にはⅡとして、ひび割れの程度や要因の確からし

さに応じて適切に監視等を行っていくのがよいと考えられる。 

 

コンクリートの乾燥収縮等を原因とする材質劣化によるひび割れは、利用者の安全性やトンネ

ルの機能に及ぼす影響が小さいことから、判定区分はⅠとする。 

ただし、ひび割れの規模が比較的大きい場合、他の変状を助長することが懸念される場合、う

き・はく離への進行が懸念される場合、坑門や耐震対策区間等の補強鉄筋区間において鉄筋腐食

によるひび割れの発生が疑われる場合等、健全性の診断に影響を及ぼすことが懸念されるひび

割れについては、監視が必要となることからⅡとする。 

また、ひび割れ幅が著しく大きく、外力による変状が助長されることが懸念される場合は、付

表-3.1.2（b）の判定区分にかかわらず措置の要否を個別に検討する。 
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3)変形、移動、沈下、隆起 

 

変形、移動、沈下、隆起に関しては、付表-3.1.9 を考慮して判定を行う。 

 

付表-3.1.9 変形、移動、沈下、隆起に対する判定区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

【判定の目安例】 

トンネルの変形、移動、沈下、隆起については変形速度が目安となる。変形速度の判定区分が

Ⅱ～Ⅳに対する判定の目安例として、付表-3.1.10 に示す。 

ただし、変形速度のみでは構造体の残存耐力を一義的に判断できないため、変形速度が比較的

ゆるやかな場合、画一的な評価をとることが難しく、変状の発生状況や、発生規模、周辺の地形・

地質条件等を勘案し、総合的に判断する必要があることに留意する。 
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付表-3.1.11 変形、移動、隆起に対する判定区分別変状例 
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坑門コンクリートのように、鋼材が構造部材として使用されている場合、また、坑口

部で鉄筋が使用されている場合は、その影響を考慮して判定する。 
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